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進捗状況 ～各分離回収技術の標準分離素材～

選定理由標準分離素材分離技術

• MEAは、第一世代吸収液として多くの知見があり、装置および
試験法の確認のベンチマークとして最適

• AMP/PZは、第二世代標準吸収液として検討されている（IEAGHG
のテクニカルレポートでも次世代標準液の代表例と掲載されて
いる）

-AMP/PZは、MEAに対して再生熱量が小さい
（AMPがヒンダードアミン）
-PZを助剤として入れることで反応速度が向上
-劣化耐性が高い

モノエタノールアミン
（MEA）

アミノメチル
プロパノール（AMP）
＋
ピペラジン（PZ）

吸収法

• ゼオライトは国内外の複数のプロジェクトにおける実証試験で利
用されており、多くの知見があるため、標準評価法の妥当性検
証のベンチマークとして最適

• 安定な分離素材であり、保管状態等に由来する劣化の懸念なし
• 大量製造されており、入手が容易

ゼオライト（13X）吸着法

• ポリイミド膜およびゼオライト膜はCO2分離膜として使用実績が
あり、標準評価法の妥当性検証に最適

• 製造・販売されており、入手が容易

• 異なる分離メカニズムにも対応（ポリイミド膜は溶解拡散、ゼオ
ライト膜は分子ふるい）

高分子膜
（ポリイミド）

膜分離法

無機膜
（ゼオライト）
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進捗状況 ～標準ガス評価～

素材特性評価法の構築

試験方法の検証・改善により、目標とする測定精度を達成

標準分離材を用いた素材特性評価に加え、外部サンプルの受入を開始

前処理温度(400℃)、
真空度(≤2 Pa)、時間(>16h)

秤量

前処理

秤量

CO2濃度計の校正

ガス調製、測定条件設定・待機

仕込み量(>5 g)
秤量環境(N2 or He、露点<-55℃)

形状(成形体)

吸着速度測定

※試料量は装置に依存

評価項目分離技術

①気液平衡特性、②密度、③比熱・反応熱吸収法

①吸着等温線、②吸着熱、③比熱容量、④熱伝導率、⑤密度、⑥吸着速度吸着法

①基礎特性、②表面性状の観察（SEM）、③組成分析、④化学結合の分光分析、⑤結晶構造解析、⑥耐熱性・分解挙動膜分離法

評価装置および評価プロトコルの例（吸着速度）
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進捗状況 ～標準ガス評価～

加速劣化試験法の開発

標準分離素材を用いた加速劣化試験に加え、外部サンプルの評価受入を開始

【吸収法】 【吸着法】 【膜分離法】

想定される劣化要因標準分離素材分離技術

排ガスO2濃度、再生塔の温度と滞留時間、Fe等の金属イオン、NOx、SOxAMP+PZ吸収法

水蒸気吸着、酸性ガス吸着、吸脱着による構造変化ゼオライト（13X）吸着法

酸、水、O2、高温による構造変化高分子膜（ポリイミド）
膜分離法

酸、水、高温による結晶構造の変化無機膜（ゼオライト）

試験条件（想定）
• O2高濃度化（50%）⇒酸化劣化
• 高温部液滞留時間 増⇒酸化，熱劣化

（高温部液溜容積 増）
• 金属イオン（Fe，Cuなど）, 硝酸

（NOx由来）等の加速劣化因子添加

試験条件（想定）

• 高速で吸脱着を繰り返し、劣化試
料を調製

• 夾雑成分（水蒸気、酸性ガス）共存
下での吸脱着試験

• 劣化挙動を処理ガス組成等と相関

試験条件（想定）
• 暴露試験⇒酸性ガス、水蒸気、O2による劣化
• 高温、高圧CO2透過試験⇒高温、CO2可塑性による劣化





















評価センターの運用
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情報発信

*1産総研プレスリリース「CO2分離素材の評価サービスを提供開始」 (2025.8.21)
https://www.aist.go.jp/aist_j/press_release/pr2025/pr20250821/pr20250821.html

*2AISol特設サイト「CO2分離素材評価サービス」 (2025.8.21)
https://www.aist-solutions.co.jp/service/ccus_jec3m.html

プレスリリースによる発信*1 AISolからの素材受入フォームの配信*2





評価センターの運用
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素材評価申込件数(2026年5月時点)

JEC3Mへの問合せ
・窓口からの問合せ ：31件

(吸収法5件、吸着法17件、膜分離法8件、その他1件）

・契約に向けた協議中 ：2件
・契約済み ：6件

RCCCへの問合せ
・窓口からの問合せ ：9件

(吸収法4件、吸着法2件、膜分離法3件）

・契約に向けた協議中 ：4件
・契約済み ：0件

※ RCCC関連の活動
設備見学（企業、団体等） ：44件（2025.6～2026.6）

試験利用に関する意見交換 ：31件


